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教
育
目
標

「ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
子
ど
も
の
育
成
～
え
が
お
・げ
ん
き
・い
の
ち
輝
く
東
っ
子
」

く
ま
も
と
家
庭
教
育
十
か
条

第
九
条

（
地
域
全
体
で
の
子
育
て
）こ
の
子
も
あ
の
子
も

地
域
で
子
育
て

み
ん
な
の
宝

東
小
だ
よ
り
卯月号

文責校長
田﨑正明

令
和
四
年
度
ス
タ
ー
ト

桜
の
花
満
開
の
下
、
令
和
四
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
一
〇
四
人
の
子
供
た
ち
、
一
九

人
の
教
職
員
で
、
皆
様
方
に
よ
る
太
く
、
頑

丈
な
マ
ス
ト
に
大
き
な
帆
を
広
げ
、
意
気

揚
々
と
船
出
し
ま
し
た
。
今
年
一
年
、
南
風

を
受
け
て
、
上
げ
潮
に
乗
って
順
調
に
進
み
、

目
的
で
あ
る
子
供
た
ち
の
幸
福
実
現
を
果
た

し
た
い
と
強
く
願
って
い
ま
す
。
本
校
教
育
活

動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
本
年
度
は
「す
す
ん
で
！

自
分

で
！

自
分
た
ち
で
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
笑

顔
大
作
戦
を
展
開
し
ま
す
。
「
勇
気
を
つ
く

り
だ
す
」
「
力
（
ち
か
ら
）
を
つ
く
り
だ
す
」
こ

と
を
め
あ
て
に
、
主
体
性
の
あ
る
言
動
・態
度

づ
く
り
を
子
供
た
ち
と
と
も
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、
地
域
で
も
自
力
の
伸

長
を
ね
ら
い
、
ご
指
導
ご
支
援
い
た
だ
け
る
と
、

子
供
た
ち
の
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。
家
庭
・

地
域
・学
校
が
手
を
携
え
、
「地
域
全
体
で
育

て
る
我
が
子
ど
も
た
ち
」
の
よ
り
一
層
の
具

現
化
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

「よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
度
末
七
人
の
教
職
員
の
転
出
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
転
出
の
ご
挨
拶
も
十
分
で
な

か
った
こ
と
、
転
出
者
に
代
わ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
本
年
度
は
七
人
の
教
職
員
の
転
入
・

復
職
が
あ
り
ま
し
た
。
転
入
者
一
同
、
真
心
を
込

め
て
、
精
一
杯
、
子
供
た
ち
の
教
育
に
あ
た
る
所
存

で
す
。
皆
様
方
に
は
、
留
任
者
と
併
せ
て
、
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【転
入
職
員
】

◇
教

頭

松
本
真
由
美
（牛
深
小
学
校
よ
り
）

◇
教

諭

佐
々
木
牧
子
（木
上
小
学
校
よ
り
）

◇
教

諭

冨
永
一
臣
（五
和
小
学
校
よ
り
）

◇
教

諭

田
中

梓
（育
児
休
業
に
よ
り
復
職
）

◇
養
護
教
諭

嶋
形
姉
織
（松
島
中
学
校
よ
り
）

◇
事
務
職
員

高
見
梨
紗
（新
規
採
用
）

◇
学
校
主
事

吉
田
邦
男
（新
規
採
用
）

九
人
の
東
っ子
の
仲
間
入
り

四
月
十
一
日
、
九
人
（
男
子
二
人
・
女
子
七

人
）
の
子
供
た
ち
が
入
学
し
ま
し
た
。
全
員
、
元

気
に
、
そ
し
て
笑
顔
で
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
式

に
は
、
二
年
生
と
六
年
生
が
臨
席
し
、
一
年
生
を

迎
え
ま
し
た
。
と
て
も
立
派
な
態
度
で
、
先
輩
と

し
て
の
自
覚
の
表
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
式
辞
で
は
、

三
つ
の
木
「
え
が
お
の
木
」
「
げ
ん
き
の
木
」
「
い
の
ち

の
木
」
が
開
校
以
来
、
東
小
を
見
つ
め
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
、
三
つ
の
木
に
、
大
き
く
、
美
し
い
三
つ
の

花
「
笑
顔
の
花
」
「
元
気
の
花
」
「
命
の
花
」
を
咲
か

せ
て
ほ
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
一
年
生
も

入
学
か
ら
二
週
間
が
経
ち
、
日
々
成
長
し
て
い

ま
す
。
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
り
、
給
食
も
モ

リ
モ
リ
食
べ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
黄
色
い
帽
子
の
子

供
た
ち
を
見
か
け
ら
れ
た
ら
、
安
全
な
登
下
校
へ

の
ご
支
援
と
と
も
に
、
頑
張
り
と
成
長
を
認
め
る

働
き
か
け
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本校教育が目指す資質・能力
私たち教職員は、子供たちの生きる力を育てるために、小学校期に伸ばすべき資質・能力を毎年

検討し、掲げています。本校の教育目標は、その資質・能力の定着によって達成されると考えていま
す。下図は、私たちが掲げる資質・能力を示したものです。知識・考え方・態度の三つの側面から子
供たちの姿を捉えています。その総体として、「方法を選択し、物事に主体性をもって取り組むことがで
きる自律した」という姿をイメージしています。笑顔大作戦でもご紹介した「すすんで！」は、「選択」「主
体性」「自律」につながるキーワードとして、子供たちと共有していくものです。一朝一夕では育成でき
ない資質・能力です。繰り返し指導・支援し、的確に評価しながら、粘り強く取り組んでいきます。皆
様方には、ご賛同いただき、本校教育活動への参画をお願い致します。

歓
迎
遠
足
に
行
って
き
ま
し
た

十
五
日
（金
）に
、
歓
迎
遠
足
を
実
施
し
ま
し
た
。
牛
深
町
の
中
央
公
園
ま
で
の
片
道
三
・五
キ
ロ

の
道
の
り
で
し
た
。
学
校
で
六
年
生
が
企
画
し
て
く
れ
た
歓
迎
集
会
を
開
き
、
全
員
で
ゲ
ー
ム
活
動

を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
年
生
も
一
人
一
人
が
自
己
紹
介
を
し
、
東
っ子
全
員
の
顔
と
名
前
を
覚
え
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
行
き
は
、
六
年
生
が
一
年
生
と
、
五
年
生
が
二
年
生
と
一
緒
に

歩
き
、
優
し
く
接
す
る
姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
春
の
陽
気
が
心
地
よ
く
、
長
い
道
の
り
も

あ
っと
言
う
間
の
時
間
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
体
験
不
足
が
及
ぼ
す
心
へ
の
影
響

を
心
配
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
今
回
の
遠
足
の
価
値
を
感
じ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
方
に
は
、
お
弁
当
づ
く
り
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
口
い
っぱ
い

に
お
弁
当
を
頬
張
る
子
供
た
ち
の
姿
か
ら
、
ご
家
庭
の
深
い
愛
情
が
伝
わ
って
き
ま
し
た
。

１年生の自己紹介

愛情いっぱいの
お弁当

出発！中央公園目指して

６年生の
お姉さんと


